
到来波方向推定機能
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高画質ビデオ交換や、衝突事故防止など新たなサービスを実現
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・ＶＲゲーム周辺対戦
・音楽コンテンツ交換
・映画コンテンツ交換
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① ギガビット高速MIMO

② 安心・安全走行支援
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到来波方向を推定し、サブアレーのビームを制御することにより、
全アジマス方位に対して超高速通信を実現

1/4波長モノポールアンテナ
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7.5cm
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重みと位相を制御

到来波方向に応じて
素子の組合せを変化

サブアレー2（#1+#4）

サブアレー3（#5+#8）

サブアレー4（#6+#7）

φ

4×4 AOA・MIMOアンテナを幾何学模様に配置することによって、
高次の大規模MIMOアンテナが容易に実現可能
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アンテナの構成
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円周上のアンテナの合成電圧
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推定した到来波方向

円周上のアンテナ（#1-#8）の合成電圧EΔと円の中心のアンテナ
（#9）の電圧EΩの位相角の差φmで到来波方向を推定

ライス伝搬環境において、受信される電圧の実部の平均値 μIと
虚部の平均値 μQを用いて到来波方向を一意に決定

受信電圧の位相
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32×32  ZL = j326 Ω (K = 10 dB)

4×4 (Anechoic Chamber)
32×32  ZL = j0 Ω     (K = 10 dB)

到来波方向推定

AOAアンテナ
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Exp. (SNR = 30dB)

r = 30cm
σ = 30deg
f = 2GHz

超高速通信（32×32MIMO）

MIMOアンテナ
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